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オニヒトデの嗅覚によるサンゴの認識に関する研究 

〇鎌⽥ 真壽(東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科・農学部⽣圏システム学専攻⽔域保全学研究室) 

1. 背景・⽬的 : ⼤量発⽣したオニヒトデによるサンゴ礁⽣態系への被害が問題視されており、四国南⻄

岸を含む⽇本海域で駆除による⾷害対策が講じられているが、コストが⼤きい等の課題がある。加えて、

オニヒトデがどのようにサンゴを発⾒し捕⾷するのかといった基礎的な⽣態については未だ解明されてい

ないことが多い。そこで、オニヒトデがサンゴを認識する際にどの程度嗅覚が重要であるのかを調査し、

今後のオニヒトデ⾷害対策に繋げられうる基礎的な知⾒を増やすことを⽬的として研究を実施した。 

2. ⽅法 : 2022 年 9 ⽉ 1 ⽇~12 ⽉ 5 ⽇において、Y 字迷路⽔槽を使い、予備試験及び条件を変えた 3 つの

試験を実施した(写真 1、図 1)。試験では、⾼知県の海域の⿊崎・⻄泊で採取された 22 個体のオニヒト

デ、⻄泊で採取された 4 種類のサンゴを⽤いた。112 回実施した試験の中でも選択的な⾏動が⾒られた結

果を⼆項検定で解析した。また、オニヒトデがサンゴを認識した際の嗅覚受容体遺伝⼦の発現を調査する

ために、腕の先端と胃を採取し、RNA を抽出して配列情報を得た。さらに、試験時にオニヒトデの動く

割合が⽔温によって異なることに気付いたため、予備試験と試験(1)~(3)のオニヒトデの動きの有無の結

果から、ベイズ化した⼀般化線形モデルを使って⽔温によるオニヒトデの動く割合の変化を予測した。 

結果・考察 : 試験(1)では、オニヒトデは 26回中 7回サンゴを選択し、サンゴに誘引される証拠は得ら

れず、むしろ対照区を選んでいる強い証拠が得られた(P=0.005)。試験⑵では、20 回中 10 回サンゴを選

択し、オニヒトデがサンゴの匂いに誘引されて移動するという証拠は得られなかった(P=0.412)。故に、

オニヒトデのサンゴ認識において嗅覚情報よりも視覚情報の⽅が重要であることが考えられたが、サンゴ

の嗅覚・視覚情報を与えた試験(3)でも有意なサンゴ選択性は⾒られなかった(10 回中 6回サンゴを選択、

P=0.172)。先⾏研究から、サンゴの忌避物質の存在(Scott Cummins 博⼠私信)、他のヒトデ(Asterias rubens)にお

ける季節での餌の選択性の変動が報告されており(Castilla and Crisp. 1970. JMBA)、今回のオニヒトデの⾏動におい

ても、サンゴからの忌避物質の影響及び季節による影響が検討された。よって、今後は異なる季節での試

験の反復及び遺伝⼦発現解析を⾏いたいと考えている。また、モデル

推定の結果から⽔温が上昇するとオニヒトデが試験中動き回る割合が

増加することが⽰唆された(図 2)。以上を踏まえ、オニヒトデの⾏動

に着⽬した研究を続け、⼤量発⽣時の対策に繋げられうる知⾒を発⾒

していきたいと考えている。 
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